
　 （単位：円）

事　業　名 事　　　業　　の　　　概　　　要 事　業　費

１　教育事業 　酪農後継者養成のため、実践的教育を次のとおり実施した。 300,309,251

（１）講義及び実習等

講義等 ５９期生 ６０期生

一般教科 150時間 570時間

（講習会） (140時間) (140時間)

(124時間)

(16時間)

1,600時間 800時間

（校内外） （校内）

合計 1,750時間 1,370時間

　　家畜飼育

　　 ・第１牧場

　　 ・第２牧場

（２）その他研修事業等

財団全般の運営管理業務を実施した。 6,784,122

307,093,373合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

イ）社会人を対象とした酪農フィールド研修を開催した。

　　酪農ヘルパー専門技術員養成研修会を実施した。

【校内】校内実習・
校外研修

【校外】

（３）中期運営計画の実行に取り組み、経営基盤の強化に努めた。

先進酪農家等での実務研修

乳牛飼養管理

法
人
会
計

公
益
目
的
事
業
会
計

家畜人工授精講習(1年次：全員受講
2年次：1年次不合格者のみ受講)

体内受精卵移植講習(2年次)

ア）フォークリフト、車両系建設機械等技能講習、

  ホルスタイン種８０頭を飼育し生乳５４８トンを生産した。

備考

削蹄師講習(2年次、希望者)

　・第６０期生（令和６年度入学）：２０名（男９名、女１１名）

  ジャージー種１３８頭を飼育し生乳４９９トンを生産した。

草地維持管理　等

令和６年度公益財団法人中国四国酪農大学校事業実績書

　・第５９期生（令和５年度入学）：２１名（男１１名、女１０名）



１　貸借対照表

　 令和７年３月３１日現在(単位：円)

１　流　動　資　産

現 金 預 金 10,224,786 8,199,779 2,025,007

未 収 入 金 17,204,125 13,278,699 3,925,426

棚 卸 資 産 15,312,000 14,540,000 772,000

流 動 資 産 合 計 42,740,911 36,018,478 6,722,433

２　固　定　資　産

（１）基本財産 16,351,898 16,351,898 0

（２）特定資産 150,911,441 167,968,183 △ 17,056,742

（３）その他固定資産 219,198,578 205,362,432 13,836,146

固 定 資 産 合 計 386,461,917 389,682,513 △ 3,220,596

資 産 合 計 429,202,828 425,700,991 3,501,837

３　流　動　負　債

未 払 金 23,760,839 26,364,972 △ 2,604,133

未 払 消 費 税 等 0 245,500 △ 245,500

預 り 金 828,765 1,403,081 △ 574,316

賞 与 引 当 金 3,000,000 5,737,000 △ 2,737,000

流 動 負 債 合 計 27,589,604 33,750,553 △ 6,160,949

長 期 借 入 金 73,113,680 43,328,834 29,784,846

退 職 給 付 引 当 金 41,843,244 46,406,829 △ 4,563,585

固 定 負 債 合 計 114,956,924 89,735,663 25,221,261

負 債 合 計 142,546,528 123,486,216 19,060,312

５　指 定 正 味 財 産

国 庫 補 助 金 21,086,112 17,553,251 3,532,861

地方公 共団 体補 助金 3,617,173 3,833,431 △ 216,258

民 間 助 成 金 871,280 180,105 691,175

寄 附 金 1,000,000 1,000,000 0

指 定 正 味 財 産 合 計 26,574,565 22,566,787 4,007,778

260,081,735 279,647,988 △ 19,566,253

正 味 財 産 合 計 286,656,300 302,214,775 △ 15,558,475

負債及び正味財産合計 429,202,828 425,700,991 3,501,837

６　一 般 正 味 財 産

科　　　　　　目
金　　　　　　　　　　額

６　年　度 ５　年　度 増　減

令和６年度 公益財団法人中国四国酪農大学校貸借対照表及び正味財産増減計算書 

資　産　の　部

負　債　の　部

４　固　定　負　債

正 味 財 産 の 部



　２　正味財産増減計算書

　　　　自　令和　６年４月　１日

　　　　至　令和　７年３月３１日 （単位：円）

一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　イ　基本財産運用益 327 2,457 △ 2,130

　　　　ロ　特定資産運用益 69,253 　・第５０期生２５名（平成２６年度入学：男１４名、女１１名）100,104 　・第５０期生２５名（平成２６年度入学：男１４名、女１１名）△ 30,851

　　　　ハ　事業収益 253,543,382 243,055,226 10,488,156

　　　　ニ　受取補助金等 30,688,866 38,161,671 △ 7,472,805

　　　　ホ　受取寄附金等 2,557,456 2,472,559 84,897

　　　　ヘ　雑収益 1,804,656 1,264,576 540,080

　　　　  経常収益計 288,663,940 285,056,593 3,607,347

　　（２）経常費用

　　　　イ　事業費

　　　　　　　役員報酬 3,325,070 3,307,689 17,381

　　　　　　　人件費 81,716,718 83,097,201 △ 1,380,483

　　　　　　　賃金 29,389 0 29,389

　　　　　　　旅費 1,078,569 571,391 507,178

　　　　　　　需用費 145,712,922 138,574,280 7,138,642

　　　　　　　役務費 22,813,885 22,114,703 699,182

　　　　　　　減価償却費 30,466,757 27,985,891 2,480,866

　　　　　　　原材料費 3,924,998 2,449,238 1,475,760

　　　　　　　固定資産売払除却損 1,552,987 2,558,977 △ 1,005,990

　　　　　　　工事請負費 168,835 0 168,835

　　　　　　　その他諸費 9,519,121 9,110,691 408,430

　　　　ロ　管理費

　　　　　　　役員報酬 1,425,030 1,417,581 7,449

　　　　　　　人件費 4,179,921 3,934,654 245,267

　　　　　　　旅費 118,178 155,754 △ 37,576

　　　　　　　需用費 243,757 165,327 78,430

　　　　　　　役務費 49,248 41,879 7,369

　　　　　　　その他諸費 767,988 485,549 282,439

　　　　  経常費用計 307,093,373 295,970,805 11,122,568

　   評価損益等調整前当期経常増減額 △ 18,429,433 △ 10,914,212 △ 7,515,221

　  特定資産評価損益等 △ 1,136,820 △ 970,960 △ 165,860

    評価損益等計 △ 1,136,820 △ 970,960 △ 165,860

    当期経常増減額 △ 19,566,253 △ 11,885,172 △ 7,681,081

　２　経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　退職給与引当金取崩額 0 0 0

　　　　  経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　  経常外費用計 0 0 0

　　当期経常外増減額 0 0 0

　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 19,566,253 △ 11,885,172 △ 7,681,081

　　当期一般正味財産増減額 △ 19,566,253 △ 11,885,172 △ 7,681,081

　　一般正味財産期首残高 279,647,988 291,533,160 △ 11,885,172

　　一般正味財産期末残高 260,081,735 279,647,988 △ 19,566,253

指定正味財産増減の部

　　受取補助金等 14,652,000 14,457,000 195,000

　　一般正味財産への振替額 10,644,222 8,863,956 1,780,266

　　当期指定正味財産増減額 4,007,778 5,593,044 △ 1,585,266

　　指定正味財産期首残高 22,566,787 16,973,743 5,593,044

　　指定正味財産期末残高 26,574,565 22,566,787 4,007,778

正味財産期末残高 286,656,300 302,214,775 △ 15,558,475

科   　　　　　　 目
金　　　　　　　　　　額

６　年　度 ５　年　度 増　減



　 （単位：千円）

事　業　名 事　　　業　　の　　　概　　　要 事　業　費

１　教育事業 　酪農後継者養成のため、実践的教育を次のとおり実施する。 297,930

（１）講義及び実習等

講義等 ６０期生 ６１期生

一般教科 150時間 570時間

（講習会） （140時間） (140時間)

(124時間)

(16時間)

1,600時間 800時間
(校内外) (校内のみ)

【校外】

合計 1,750時間 1,370時間

   家畜飼育

　　 ・第１牧場

　　 ・第２牧場

（２）その他研修事業等

財団全般の運営管理業務を実施する。 6,118

304,048

　　協会の委託を受けて酪農ヘルパーの養成を行う。

イ）社会人・大学生等を対象とした酪農フィールド研修を開催する。

（３）教育改善・運営基盤強化のための中期運営計画を実行する。

法
人
会
計

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

  ジャージー種１５９頭を飼育し生乳６１９トンを生産する。

ア）フォークリフト、車両系建設機械等技能講習、(一社)酪農ヘルパー全国

令和７年度公益財団法人中国四国酪農大学校事業計画書

公
益
目
的
事
業
会
計

　・第６０期生（令和６年度入学）：２０名（男９名、女１１名）

　・第６１期生（令和７年度入学）：１１名（男７名、女４名）

備考

家畜人工授精講習(1年次：全員受講
2年次：1年次不合格者のみ受講)

体内受精卵移植講習(2年次)

削蹄師講習(2年次、希望者)

校内実習・
校外研修

【校内】

乳牛飼養管理

草地維持管理　等

先進酪農家等での実務研修

  ホルスタイン種７５頭を飼育し生乳５９３トンを生産する。



増　減

一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　イ　基本財産運用益 5 1 4

　　　　ロ　特定資産運用益 93 64 29

　　　　ハ　事業収益 243,073 238,471 4,602

　　　　ニ　受取補助金等 41,313 27,748 13,565

　　　　ホ　受取負担金 5,406 0 5,406

　　　　ヘ　受取寄附金等 1,700 1,700 0

　　　　ト　雑収益 339 505 △ 166

　　　　  経常収益計 291,929 268,489 23,440

　　（２）経常費用

　　　　イ　事業費

　　　　　　　役員報酬 3,325 3,307 18

　　　　　　　人件費 82,034 79,771 2,263

　　　　　　　賃金 471 0 471

　　　　　　　旅費 1,608 843 765

　　　　　　　需用費 128,026 125,708 2,318

　　　　　　　役務費 23,535 23,112 423

　　　　　　　減価償却費 32,251 28,235 4,016

　　　　　　　原材料費 3,411 3,877 △ 466

　　　　　　　固定資産売払除却損 2,559 2,215 344

　　　　　　　その他諸費 20,710 9,645 11,065

　　　　ロ　管理費

　　　　　　　役員報酬 1,425 1,418 7

　　　　　　　人件費 3,716 3,659 57

　　　　　　　旅費 58 43 15

　　　　　　　需用費 175 173 2

　　　　　　　役務費 45 46 △ 1

　　　　　　　その他諸費 699 697 2

　　　　  経常費用計 304,048 282,749 21,299

　　当期経常増減額 △ 12,119 △ 14,260 2,141

　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 12,119 △ 14,260 2,141

　　当期一般正味財産増減額 △ 12,119 △ 14,260 2,141

　　一般正味財産期首残高 279,748 291,633 △ 11,885

　　一般正味財産期末残高 267,629 277,373 △ 9,744

指定正味財産増減の部

　　受取国庫補助金(指) 13,000 13,000 0

　　一般正味財産への振替額 17,783 9,093 8,690

　　当期指定正味財産増減額 △ 4,783 3,907 △ 8,690

　　指定正味財産期首残高 26,568 21,566 5,002

　　指定正味財産期末残高 21,785 25,473 △ 3,688

正味財産期末残高 289,414 302,846 △ 13,432

令和７年度公益財団法人中国四国酪農大学校収支予算書

科   　　　　　　 目
金　　　　　　　　　　額

７ 年 度 ６ 年 度

    自　令和７年４月　１日　     　                 

    至　令和８年３月３１日　（単位：千円）


